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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2005 年 7 月 29日

金沢 21世紀美術

展覧会開催のお知らせ

「ゲルハルト・リヒター: の絵画」展
Gerhard Richter:Painting as Mirror
2005 年 9 月 3 日(土)~10 月 26 日（水）

休 日：月曜日(9 月 19 日及び 10 月 10 日を除く)、

9 月 20 日(火)、10 月 11 日(火)

金沢 21 世紀美術 ( :蓑 豊、所在地:石川県金沢市広坂 1-2-1)では、本年 9月 3 日(土)

から 10 月 26 日(水)まで、『ゲルハルト・リヒター: の絵画』展を開催いたしますので、

お知らせいたします。

《 》［443a］ 1978年 油彩、カンヴァス

ノルトライン=ヴェストファーレン州立美術 蔵

©Gerhard Richter
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展覧会概要

■展覧会名称： 「ゲルハルト・リヒター:」 の絵画」展

■英文名称: 「Gerhard Richter:Painting as Mirror」
■会期： 2005 年 9 月 3 日（土）~10 月 26 日（水）

　　　　　　　　休 日：月曜日(9 月 19 日及び 10 月 10 日を除く)、

9 月 20 日(火)、10 月 11 日(火)

■開 時間： 10 時~18 時(金・土曜日は 20 時まで)

※チケットの販売は閉 30 分前まで。

■料金: 　 ・当日

　　　　　　　　　一般＝1,000 円　大学生＝800 円　小中 生＝400 円、

　　　　　　　　　65 歳以上＝800 円

・前売り、団体

　　　　　　　　　一般＝800 円　 大学生＝600 円　小中 生＝300 円

　　　　　　　　※コレクション展示「アナザー・ストーリー」も併せてご覧いただけま

す。(10 月 16 日(日)まで)

■会場： 金沢 21 世紀美術 　展示室 7~12、展示室 14

■出品点数：　　油彩画約 40 点、写真 5点、ガラス作品 6点、

(予定) ドキュメンタリー・ビデオ 1点、

■主催：　　 　金沢 21 世紀美術 、北國新聞社

■巡回先：　 川村記念美術 （会期：2005 年 11 月 3 日(木・祝)~2006 年１月 22 日(日)）

■後援：　　　　ドイツ連 共和国大使 、

　　　　　　　 （株）エヌ・アール・ダブリュー(NRW)ジャパン

■助成：　　　　独立行政法人芸術文化振興会

■協賛：　　　　NRW 州政府、日本航空

■協力：　　　　京 ドイツ文化センター、アサヒビール株式会社

■企画協力：　　ノルトライン=ヴェストファーレン州立美術 、ワコウ・ワークス・

　　　　　　　　オブ・アート、株式会社大和ラヂヱーター製作所

■ 前売券取扱い: チケットぴあ、サークル K(石川、富山、福井県下の各店舗で販売)、

　　　　　　　　サンクス、セブンイレブン、ファミリーマート

※展覧会の作品写真、美術 の写真などは上記へお問い合わせください。

本資料に関するお問い合わせ

金沢 21 世紀美術
広報担当:落合・岡田

TEL：076-220-2800

FAX：076-220-2802

〒920-8509　金沢市広坂 1-2-1

http://www.kanazawa21.jp

E-mail:press@kanazawa21.jp

　　　　　　　　　22　
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展覧会について
この展覧会は、現代絵画の巨匠として、現在もっとも い評価を受けている作家の一人、

ゲルハルト・リヒターの個展です。彼の 1960 年代から 40 年にわたる い画歴を見渡し、

作家の愛蔵品を中心に主要作品約 50 点をまとまった形で一挙に公開するのは日本では初

めてのことです。

ゲルハルト・リヒターは、1932 年に旧東ドイツ・ドレスデンに生まれ、ベルリンの壁

が祖国を分断する直前に旧西ドイツのデュッセルドルフに移住し、現在はケルンに在住す

るアーティストです。2002 年にはニューヨーク 代美術 で、また、2005 年初めにはノ

ルトライン＝ヴェストファーレン州立美術 で約 11 万人の入場者数を動員した大 模な

個展が開催されるなど、世界的に極めて重要な作家として認められていることは間違いあ

りません。

リヒターの作品は、実に多岐にわたっています。新聞や 誌などの写真イメージを精密

に模写しつつ、微妙にぼかして描き上げる油彩画「フォト・ペインティング」、正方形や

方形の色彩鮮やかなカラーチップを配列した幾何学的な「カラーチャート」シリーズ、

グレイという色のみの展開からなる「グレイ・ペインティング」シリーズ、17-18 世紀の

ドイツ・ロマン派を想 させるような 景画、鮮やかな色の組み合わせと大胆な配色によ

る「抽象絵画」シリーズ、さらには透明または彩色されたガラスや を用いた作品などそ

の表現は多種多様です。

　これらの様々な作品群は一見結びつけるのが難しいかもしれません。しかしながらそれ

らの根底には彼の「絵画の可能性」という一貫した問題意 が深く横たわっています。リ

ヒターは、「写真と絵画」、「具象と抽象」そして「現実と仮象」といった境界線をあいま

いにするような独特な平面群を通じて、「見る」という行為に対し、真摯な考察を 求し

続けております。このような彼の作品群は、インターネット等のメディアが発展し、現実

とイメージが共存するような中に生きる私たちの世界を映す「 」であるもいえます。

　今回の展覧会は、最新作の油彩画約 6 点をはじめ、作品のほとんどが日本初公開となり

ます。引き続き精力的に活動を続けるリヒターの様々な側面を見い出す最良の機会になる

ことと思います。

バラ［799-2］

1994年

油彩、カンヴァス

46x51cm

個人蔵

©Gerhard Richter
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展覧会の特徴

①現代ドイツを代表する巨匠、その本格的個展。
　ゲルハルト・リヒターは、現代で最も重要な画家の一人といわれます。特に現代のドイ

　ツを代表する画家です。ドイツは、20 世紀に入ってからでもバウハウスや表現主義と

　いった芸術活動の中心になり、さらに戦後は、ヨゼフ・ボイスやアンゼルム・キー

　ファーといった重要な作家を世界へ送り出してきました。その流れの中に、リヒターも

　位置づけられます。彼は東ドイツで生まれ、ベルリンの壁ができる直前に西ドイツへ移

　住、20 世紀の歴史とともに芸術家としての画業もあるのです。今回の展覧会では、こ

　うした彼の 1960 年代から 40 年にわたる い画歴を振り ります。作家の愛蔵品を中心

　に主要作品約 50 点をまとまった形で一挙に公開するのは日本では初めてのことです。

②その画業の中に集約された、絵画の歴史と未来
　リヒターは、「絵を描くということは、一つの行動であり、行動は束縛されてはなら

　ない」と っています。ゲルハルト・リヒターが い求めてきた最大のテーマは、絵

　画を描くことそのものにほかなりません。例えば 60 年代の、写真をもとに描かれた

　絵画から 18 世紀のドイツ・ロマン派を想 させるような 景画、1980、1990 年代の

　抽象的な絵画へと、その作 は常に変化し、新たなものへと変貌を遂げてきました。

　多様な主題と様式の変化。彼の画業を振り ることで、様々な絵画に触れることが出

　来ます。つまり彼の画業の中に、そのまま 20 世紀の絵画の歴史がつまっていると っ

　ていいのです。さらに彼は絵画の中に、新たな可能性を見いだし、様々な みを加え、

　絵画の未来に目を向けているのです。

③ドイツ年、注目の展覧会。 　
　2005 年から 2006 年にかけて「日本におけるドイツ年 2005/2006」として、現代の生活

　や多様性といった切り口からとらえたドイツ像が紹介されています。文化、経済、科学

　の各分野で多数の優れた行事が実施され、ドイツの様々な面に触れることができる機会

　です。このドイツ年では、全国各地で 300 件以上の行事を開催されています。「ゲルハ

　ルト・リヒター: の絵画」展もその関連行事のひとつ。作家本人とノルトライン=ヴェ

　ストファーレン州、及び同州立美術 の全面協力により、ドイツを代表する現代美術作

　家の画業をあますところなく紹介する機会となります。

④金沢 21 世紀美術 でのみ展示される注目の作品。 　
　リヒターの代表作に、《8枚のグレイ》と題された作品があります。 さ 3.2メートル、
　幅 2メートルある巨大なグレイのガラスから作られた作品が 8枚並びます。その大きさ
　から、この作品は、置かれる場所や環境、建築と密接にかかわってきます。今回金沢で

　展示される《8枚のグレイ》は、2001年、当時 段階にあった金沢 21世紀美術 の

　展示室にあわせて制作されたもの。つまりこの作品は平面でありかつインスタレーショ

　ンでもあります。8枚のガラス板が空間を覆うことにより、ガラスそのものが空間を構
　成する壁となるのです。今回の金沢 21世紀美術 の展覧会では、この《8枚のグレイ》
　も展示されます。
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                            作家プロフィール
ゲルハルト・リヒター（Gerhard Richter）

1932 ドレスデン（旧東ドイツ）生まれ

1952-57 ドレスデン芸術アカデミー
1961-63 デュッセルドルフ芸術アカデミー
1971-94 デュッセルドルフ芸術アカデミー教授

現在、ケルン在住

　東ドイツ政府のもと、美術教育を受けたが、西ドイツを旅行中に出会った自由な抽象表

現主義に強い影 を受け、ベルリンの壁のできる半年前にデュッセルドルフへ移住。1962
年に新聞の報道写真を元にした油彩画《机》に作品番号 1 をつけて発表。以後、リヒター
は制作した作品に番号を付けている。プライヴェートなスナップ写真や報道写真をファイ

リングし、それを元に、写真から絵画へ、また絵画から写真への往還を繰り すという独

自の制作方法をとる。1964 年にはミュンヘンとデュッセルドルフで初の個展、1972 年に
は「ヴェネチア・ビエンナーレ」に出品。以後、国際展に多数出品する。1997 年には、
第 47 回ヴェネチア・ビエンナーレ金獅子 、日本においても、同年、 松宮殿下記念世

界文化 を受 するなど、その活動は世界的な注目を集めている。

■主な個展

　1991　テイト・ギャラリー（ロンドン）
　2000　ニューヨーク 代美術   アメリカ国内巡回

2004　ドレスデン国立美術 代絵画 （ドレスデン）

2005　ルイジアナ美術 （コペンハーゲン）

　　　ノルトライン=ヴェストファーレン州美術 （デュッセルドルフ）

■主なグループ展

　1972 第 36回ヴェネチア・ビエンナーレ
ドクメンタⅤ

　1989 「メイド・イン・ジャーマニー」展（グッゲンハイム美術 /ニューヨーク）
　1994 「パブリック・インフォメーション」展（サンフランシスコ 代美術 ）

　1997 ドクメンタＸ

■主なパブリック・コレクション

東京国立 代美術 、富山県立 代美術 、テイト・ギャラリー（ロンドン）、ニューヨー

ク 代美術 、ノルトライン=ヴェストファーレン州立美術 （デュッセルドルフ）、レン

バッハハウス・ミュンヘン市立美術 、パリ市立 代美術
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リヒターの主な手法

１．フォト・ペインティング

報道写真やスナップ写真から切り取られたイメージを、 度な絵画技術をもって忠実に模

写した絵画。このスタイル「フォト・ペインティング」をもって、リヒターは画家として

スタートしたとも える。一見、「フォトリアリズム」を思わせるが、彼は、ハケで上か

ら画面を均し、カメラのピントがずれたかのようにイメージを不明瞭にする。リヒターの

「みること」の探求の基盤をなす作例。

２．カラーチャート

正方形や 方形の色彩鮮やかなカラーチップを配列した幾何学的な絵画。工業製品の色見

本として売られているカラーチャートを利用して、一枚の画面に色彩を表示した。どの色

をどの位置に塗るかは偶然に任せ、主観的決定を下さない。リヒターは現在、絵画上にお

けるこの みをケルン大聖堂の南側の窓のステンドグラス制作にも展開している。アン

ティーク・グラスの手法をとり、その色彩は、光によって繊細な色を放つ。

3．グレイ・ペインティング
グレイという色のみからなる絵画。カラーチャートが色の細分化であれば、グレイ・ペイ

ンティングはその対極にあり、全ての色の集積であると える。リヒターにとって、グレ

イという色は「無」を表している。自己を するものとしての「無」という概念は、現

代音楽家ジョン・ケージの 葉「私にはなにもいうことはない、だからそのことを う」

の影 を受けている。

４． 景画・人物画・ 物画

のシリーズは、大胆な光の濃淡が特徴的である。画面のフレームは窓枠のようであり、

写真のフレームのようでもある。 景画はドイツ・ロマン派を想 させる。彼はこれまで

に 1000 点以上の 景を撮影してきた。例えば、《ヴァルトハウス》(2004 年)は、リヒター
がヴァカンスでスイスのエンガーティンで家族とともに過ごした時に撮影した写真を元に

描かれている。強い緑色の色調が画面を支配し、自然の有り様を再構成する。 景画は他

のスタイルとは異なり、リヒターにとって憧憬を表すものと えるだろう。一方、 や

蝋燭といった宗教美術史上の象徴的なイメージも、リヒターは再び繰り し描いている。

５．アブストラクト・ペインティング

リヒターの代表的なスタイル。画面の大きさをカバーする いスキージ（へら）で絵の具

を引きずる行為を繰り すことによって、色を重ねては、削り取る。それは、筆触を消す

とともに、色彩を多層化する。即興的で無意 的に色を組み合わせることにより偶然の映

像を表出する。

６．ミラー・ペインティング

やガラスを使った作品群。リヒターの みである世界のあらゆる事象を「映し出す」「反

射する」ことが、端的に象徴されている。そして、ガラスに反射する映像の移り変わる様

は、現実を把握することの不可能性を示唆していると える。
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モーターボート（第１ヴァージョン）[79a]
1965年 油彩、カンヴァス　169.5×169.5cm

4096の色[359]
1974年 エナメル塗料、カンヴァス　254×254cm

アブストラクト・ペインティング [868-
2]
2000年 油彩、カンヴァス 200×140cm

二本の蝋燭[499-2]
1982年　油彩、カンヴァス 150×100cm

ヴァルトハウス[890-1]
2004年　油彩、カンヴァス 142×98cm 　

アブストラクト・ペインティング[889-14]
2004年　油彩、カンヴァス　225cm×200cm

8枚のグレイ[874/1-8] 　　 撮影:安斎重男
2001 年　エナメル塗料を施したガラス、鉄フレーム
各 320×200cm

 フォト・ペインティング カラーチャート

 フォト・ペインティング 

グレイ・ペインティング 物画 景画

アブストラクト・ペインティング ミラー・ペインティング

写真は全て©Gerhard Richter
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出版物
■カタログ
展覧会記 を中心にテキスト、カラー図版を含むカタログ(日欧文)の出版を予定。

関連企画
■オープニング記念講演会
日時：9月 3日（土）午後２時から午後 4時（開場 1時 30分）
講師：アルミン・ツヴァイテ氏(ノルトライン=ヴェストファーレン州立美術 )
内容:ゲルハルト・リヒター研究の第一人者であり、本展の企画協力者によるリヒター 説。

料金：無料（ただし、本展の入場券が必要です）　先着 160名

日時：9月 4日（日）午後 2時から午後 3時 30分（開場 1時 30分）
講師：清水穣氏（同志社大学助教授）

会場：金沢 21世紀美術 シアタ－21
料金：無料（ただし、本展の入場券が必要です）　先着 160名

■一柳慧パフォーマンス
ジョン・ケージの「無」の考えはリヒターに深い影 を与えています。２人の出会いを一柳慧氏

がピアノで奏で、空間と音の共鳴を創出します。

日　時：9月 18日（日）開演午後 7時（開場：6時 30分）（予定）
会　場：『ゲルハルト・リヒター』展展示室内

有料(詳細はお問い合わせを)

■弦楽四重奏楽団  クアドリフォーリオ　コンサート
『Caleidoscopio』—J. S. バッハの作品を中心に。
日　時：9月 17日（土）開演午後 6時（開場：午後 5時 30分）
会　場：金沢 21世紀美術 シアタ－21
料　金：一般前売り 1,500円/ 当日 2,000円
　　　　本展の入場券をお持ちの方と友の会 zawart会員は、当 内での購入に

　　　　限り１割引。

前売り券お取り扱い：金沢 21世紀美術 ミュージアム・ショップ、石川県立音楽堂チケットボッ

　　　　　　　　　　クス、チケットぴあ

■キッズスタジオ・ワークショップ— の絵画にチャレンジ —
日　時：9月 25日　午後 1時から午後 4時（予定）
会　場：金沢 21世紀美術 キッズスタジオ

対　象：小学校 4年生以上と中学生　定員 15名
無料、要事前申込

お申込方法（多数の場合は抽選）

必着 9月 15日（木）
①住所②氏名③年齢④ 話番号を明記の上、

１．メールの場合　richter@kanazawa21.jp(アドレスは 10月 26日まで有効)
２．往復ハガキの場合、下記宛て先にご応募ください。

宛て先：〒920-8509　石川県金沢市広坂 1-2-1 キッズスタジオ係
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■学芸員によるギャラリー・トーク
日　時：9月 10日（土）、17日（土）、24日（土）
　　　　10月 1日（土）、22日（土）
　　　　午後 2時から
集合場所：金沢 21世紀美術 レクチャーホール

※関連イベントは 合により変更になることがあります。

展覧会 会場図

この資料の記載内容は、変更する場合があります。ご了承ください。


